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2016 年度　活動報告書
氏名：瀬川晃

役職：准教授、RCIC 運営委員会、広報戦略委員会、学生委員会

プロジェクト：HD2 プロジェクト、これからの創造のためのプラットフォーム、メディア・地域・
鉄道プロジェクト、金生山プロジェクト

担当授業：デザイン特論 A（情報×デザイン）、プロジェクト技術演習

活動の概要
授業やプロジェクト以外に印刷物の実践的な制作機会として展覧会カタログやポスターな
ど学生の制作指導を行った。学外では伝統技術として継承されている伊勢木綿、尾州織、
刀鍛冶を撮影記録したり、西濃地域で開催される文化交流会の広報や運営の一部を担
当した。

学内外で携わった共同活動
Critical Cycling
VI 制作、グッズ（ステッカー・バッジ）制作、紀要特集ページ書評執筆を担当。 
活動：2016 年 4 月〜 2017 年 3 月 

　

OPENHOUSE2016　サイン・デザイン監修
ベースとなるデザイン、DM、バナー、ウェブのレイアウトを担当。パンフとサイン計画は
卒業生へ制作を依頼し、ディレクションを担当。 
リーフレット・サインデザイン：大山千尋（卒業生）
制作：2016 年 5 〜 7 月  
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IAMAS Showcase 運営
2016 年 7 月：オープンハウス 2016 告知バナー 
2016 年 8 〜 9 月：村山誠（卒業生）安藤教授監修のもと設営補助 
2017 年 1 〜 2 月：IAMAS2017（告知バナー）設営指導 
2017 年 3 月：IN THE CUBE（卒業生：安野太郎＋水無瀬翔）安藤教授監修のもと
設営補助 

会場：センタービル一階ディスプレイ

　

　

IAMAS GRADUATION CATALOGUE 2016　デザイン監修
例年のフォーマットを基調にデザイン監修。
編集：RCIC（八嶋有司）｜デザイン：伊藤友哉（卒業生）
制作：2016 年 2 月〜 5 月

　

IAMAS News Lertter お知らせ　デザイン指導　7 月・10 月・1 月発行
編集およびレイアウトデザインを学生にデザイン指導。

［編集］後藤祐希（1 年）［デザイン］井上奈那美（1 年）
［監修］瀬川晃・伊村靖子・伊藤晶子（ 産業文化研究センター）北村茂範（事務局）

vol.83（7 月発行）特集：OPENHOUSE 2016 
vol.84（10 月発行）特集：Ogaki Mini Maker Faire 2016 
vol.85（1 月発行）特集：IAMAS2017 
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イアマスには多様なバックグラウンドを持つ人が集まっています。新入生は入学後
お互いの考え方を共有したり、自分のできることを再認識するために「モチーフ
ワーク」という授業を体験します。
今年は5月13日に関市を訪ね、有限会社エドランド工業、共同印刷株式会社、株式
会社杉山製作所、長谷川刃物株式会社、丸章工業株式会社の5社の工場を見学しま
した。関市の産業の沿革とも関わりの深い5社に対し、見学した際の各々の視点か
ら「課題や可能性を抽出して、新しい提案をする」ことをテーマに、1社につき数人
ずつのグループに分かれて議論を重ねました。5月20日のプレゼンまでの7日間は、
昼夜を問わずの作業でしたが、見学後も工場の方に質問させていただきながら議論
を深め、短い時間ながらも現場の生の声を聞いて考えられる、とても貴重な経験と
なりました。
議論でははじめに工場で得た互いの視点を共有し、意見を出し合いました。バック
グラウンドの違いを越えて感覚も考え方も全く異なった意見を共有していく過程
は、学生同士の理解を深めるキッカケにもなりました。そして違う視点が集うとい
うことは、提案も同じ数程あるということで、グループ内でぶつかりながら何度も
議論を重ねて互いが納得できる一つの形になるよう、提案をまとめていきました。
最終日のプレゼンには各社から数名の方にイアマスにお越しいただきました。学生
の提案の中には工場の日常とはかけ離れたものもありましたが、企業の皆様には丁
寧なコメントをいただきました。授業という枠に留まるものではなく、会社に“実
際に”反映するならという視点でお答えいただいたことは、学生にとって得難い何
よりの勉強となりました。

授業レポート  1年生モチーフワーク(後半)
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所在地：〒503-0006 岐阜県大垣市加賀野4丁目1-7

大垣駅より
○タクシー：JR大垣駅南口から約5分
○バス：JR大垣駅南口から3番乗り場ソフトピア線・羽島線「ソフト
ピアジャパン」行き約10分(1時間に2～3便程度)

イベント開催情報

今年のアートまるケットのテーマは “ながれミながら”。庭園に流れる川や
川の周辺を舞台に様々なことが起きます。イアマスは、昨年大好評だった
スタンプラリーを行います。今年は、川の生きものたちが登場します。そ
して、川に色とりどりの自分だけの小さな橋を架けるワークショップ
「はしハシ、かけカケ」も行います。子どもも大人も楽しめる企画ですので
是非お越しください。

会期：2016年7月16日（土）～9月25日（日）
会場：岐阜県美術館
参加：無料

日時：2016年10月10日（月・祝）14:00～16:30
会場：名古屋市美術館2階講堂
参加：申込不要、先着順、定員180名

あいちトリエンナーレ2016　シンポジウム

「メディア・アートとは何か？　イアマス20周年から考える」
開学当初からイアマスに関わる面々が、メディア・アートの20年を総括します。
パネリスト：久保田晃弘（多摩美術大学）、関口敦仁（愛知県立芸術大学）、
三輪眞弘(IAMAS）、吉岡洋（京都大学）
モデレーター：松井茂（IAMAS）　共催：情報科学芸術大学院大学

和合I.C.

ソフトピアジャパン

総合体育館
イオンタウン
大垣

学生寮

大垣商業高
楽田町

シェル

大垣東中
大垣フォーラム
ホテル

県道50号県道57号 国道258号

大垣東小

大垣市役所

大垣駅

大垣城

至米原、関ヶ原

JR東海道本線
国道21号

至岐阜、名古屋

ソフトピア
ジャパン南 中ノ江伝馬町

アートまるケット

イアマス周辺MAP

IAMAS（情報科学芸術大学院大学）は先端技術と芸術的創造の
融合を理念に、芸術、デザイン、工学、人文など様々な専門分野の
融合による研究と実践から綜合的な知を探求し、わたしたちの新しい
文化を提案する大学院大学です。

Field Hack ONAGAWA
地獄絵スタンプラリー vol.2
これからの創造のためのプラットフォーム

IAMAS Activity

1年生モチーフワーク(後半)
授業レポート

あいちトリエンナーレ2016　シンポジウム
アートまるケット

イベント開催情報

特集
OPEN HOUSE 2016OPEN HOUSE 2016
開催直前レポート

イアマスからのお知らせ　2016.6
IAMAS[イアマス]とは、情報科学芸術大学院大学の
英語表記の頭文字を取った略称です。

2016.7.30 sat. - 31sun.  10:00 -17:00

　

2016.12.3 sat. 12:00 -18:00 ,12.4 sun.10:00 -18:00

交換留学レポート　リンツ美術工芸大学
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IAMAS（情報科学芸術大学院大学）は先端技術と芸術的創
造の融合を理念に、芸術、デザイン、工学、人文など様々な
専門分野の融合による研究と実践から綜合的な知を探求
し、わたしたちの新しい文化を提案する大学院大学です。

イアマスからのお知らせ  2016.11
IAMAS[イアマス]とは、情報科学芸術大学院大学の
英語表記の頭文字を取った略称です。

IAMAS Activity
SUMMER CAMP “Hack the World”
みかた・みえかた展
触(食)楽展Ⅲ

交換留学レポート
リンツ美術工芸大学

メディアパフォーマンスとは何か？ IAMAS20周年から考える
ON-MYAKU 2016 - see/do/be tone -
人・音・織機  「これからの創造のためのプラットフォーム」企画展
Sleepless Babies (スリープレス・ベイビーズ) ̶眠れぬ子らのために

イベント開催情報

開催直前レポート

特集

会期：2016年12月20日（火）～12月30日
（金）11:00～18:00  ※休廊：12月26日（月）
会場：STENPORT
参加：無料
URL：http://sozonoplatform.blogspot.jp/

織物の産地として有名な「尾州」では、明
治から受け継がれた織機が今も魅力的
な布地を織り続けています。本展示で
は、この織機を通じて広がる世界を、写
真や音、映像インスタレーションによっ
て構成していきます。

会期：2017年1月14日（土）～ 1月28日（土）
12:00～19:00（月曜休）
会場：galerie16
参加：無料
URL：http://www.art16.net/

「KOSUGI+ANDO」（小杉美穂子、安藤泰
彦）の６年ぶりの新作インスタレーション。
私たちが立ち入ることを許されぬ場所
で、眠ることも出来ずにいる<彼ら>に
向けての、そして眠れぬ私たち自身へ
の子守唄。

Ogaki Mini Maker Faire 2016Ogaki Mini Maker Faire 2016

イベント開催情報

日時：2016年11月6日（日）15:30～18:00
会場：アーツ千代田 3331 ［2階 体育館］
参加：無料（WEBページより事前申込制）
定員：150名
URL：http://www.iamas.ac.jp/18415

文化庁メディア芸術祭20周年の連携企
画として、第1部で三輪眞弘教授の初期
代表作2曲をイアマス関係者の協力の
下、再演。第2部ではゲストに川崎弘二
氏（電子音楽研究）を迎え、シンポジウ
ムを行います。

日時：2016年11月6日（日）15:00開演
（14:15開場）
※終演後、アーティストによるアフター
トークが行われます。
会場：愛知県芸術劇場コンサートホール
（愛知芸術文化センター4F）
URL：http://on-myaku.com/

音楽、ダンス、映像が融合する「音が見
える身体」をテーマにした舞台芸術作
品。卒業生の堀井哲史さんが映像演出、
原田克彦さんがハードウェアを担当し
ています。

メディアパフォーマンスとは何か？
IAMAS20周年から考える ON-MYAKU 2016 -see/do/be tone-

人・音・織機
「これからの創造のためのプラットフォーム」企画展

Sleepless Babies (スリープレス・ベイビーズ )　
̶眠れぬ子らのために

修士2年の嶋田元菜妃です。今年の4月から6月の2ヶ月間、リンツ美
術工芸大学のInterface Cultureに留学していました。イアマス入学
以前から欧州のパフォーミングアーツや芸術分野の教育機関への関
心が強く、この機会にと留学を志望しました。Interface Cultureで
は、毎年9月に開催されるメディアアートの祭典、Ars Electronica 
Festivalに向けたプロジェクトが開講されていました。Arsの関係者
を交えた作品の講評会が定期的に行われ、6月末のオープンハウス
では、その作品展示がありました。今年のオープンハウスは数年か
けて改築した新校舎のお披露目と重なり、例年よりも賑わっていた
ようです。 滞在中は、イアマスに留学していたNathan、Ishidoraの
修士論文発表と審査会にも立ち会うことができました。これまで
の取り組みを踏まえた、今後についての問いに重点が置かれてい
たように感じます。 私自身は、希望していた芸術祭や芸術施設を訪
問するため近隣の都市を転々としました。ウィーンで開催された
パフォーミングアーツの祭典「 WienerFestwochen2016」では観客
を巻き込んで展開される作品が多く、躊躇なく作品に介入していく
観客の姿も印象的でした。 この2ヶ月間で、想像以上に多文化の人
と知り合い、その過程で、改めて自分自身とそれを取り巻く社会、
文化について問い直す機会を持てました。これもまた留学期間の大
きな収穫です。

修士2年　嶋田元菜妃
BUNDESKUNSTHALL(ドイツ/ボン)で参加した
ピナ・バウシュ ヴッパタール舞踊団のダンサーによるワークショップ

Interface Culture、Robotic workshop最終プレゼンテーションの模様

vol.84

© bozzo

「二番目の埋葬」展示風景、2011.5、夢創館（神戸）

交換留学レポート

Calculated Imagination
IAMASが発信するメディアアート展

IAMAS ARTIST FILE #04
ALIMO・若見ありさ「描く・動く/芸術とアニメーション」

会期：2017年3月4日（土）～5日（日） 14:30 ～16:10
会場：岐阜県美術館［講堂］
参加：無料

毎年度、イアマスに関係するアーティストを岐阜県美術館で紹介する
『IAMAS ARTIST FILE』第四弾。今回は、イアマス卒業生のALIMO
( ありも ) と若見ありささんによるアニメーションを上映します。ゲ
ストに林緑子さんを迎えたトークセッションでは制作の裏話なども
聞かせてもらえる予定です。

イアマスからのお知らせ  2017.2
IAMAS[イアマス]とは、情報科学芸術大学院大学の
英語表記の頭文字を取った略称です。

特集

vol.85

IAMAS リンツ美術工芸大学

交換留学レポート
高坂聖太郎・Martin Nadal

開催直前レポート
イベント開催情報 2017.2.23 thu. - 2.26 sun.10:00 -18:00 23日のみ13時から

IAMAS Activity
メディアパフォーマンスとは何か？  IAMAS20周年から考える
シンポジウム「メディア・アートとは何か？ IAMAS20周年から考える」
インターリンク：学生映像作品展 [ ISMIE] 2016
CLUB TRAIN 2016

IAMAS（情報科学芸術大学院大学）は先端技術と芸術的創造の融合
を理念に、芸術、デザイン、工学、人文など様々な専門分野の融合によ
る研究と実践から綜合的な知を探求し、わたしたちの新しい文化を
提案する大学院大学です。情
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会期：2017年3月10日（金）～3月16日（木） 11:00 ～ 21:00
会場：ラフォーレミュージアム原宿
参加：無料

この企画展では、今年度20 周年を迎える本学を卒業した6人（クワク
ボリョウタ准教授、三原聡一郎さん、菅野創さん、山城大督さん、村山
誠さん、石塚千晃さん）のアーティストによるメディアアート作品の
展示を行います。また会場内で出展作家によるトークセッションやラ
イブパフォーマンスなどイベントを実施します。

撮影：椎木静寧　写真提供：宇都宮美術館（2016年）

マルティン・ナダルです。2016年の後期にリンツからの留学生としてイアマスに滞在できて
光栄でした。
イアマスは特に優れた設備をもつ大学院でした。（私にとって英語の本がかなり少ないのは
残念でしたが）大変興味深いカタログ等の出版物を取り揃えた図書館、最新の機器と快適な
作業環境を備えたイノベーション工房があります。すべての設備は学生が自分の制作のため
に利用できます。
イアマスで、私はbitcoinに関する作品を制作しました。通常、私たち自身が所有するお金に対し
て過去にどのような取引が行われたのかを知ることはできません。しかし、bitcoinのような
blockchain（オンラインデータベース）に基づく仮想通貨により、通貨の発生からある時点に到達
するまで取引の歴史を追跡することができます。今回、私は（取引の軌跡を可視化することに
よって）生成するドローイングのシリーズを制作しました。
滞在中、イアマスの学生も教員もいつでも心地よく過ごせるように尽くしてくれました。感謝
いたします。

Martin Nadal

IAMASリンツ美術工芸大学

2016年9月から11月まで、オーストリアのリンツ美術工芸大学のInterface Cultureに、交換留学
生として滞在していた高坂です。欧州には行ったことがなかったので、なかなか面白そうだなと
思い、作品制作及び芸術鑑賞を目的に留学を志望しましたが、とても有意義な3ヶ月間を過ごす
ことができました。
オーストリアの公用語はドイツ語ですが、Interface Cultureには、さまざまな国籍の学生が在籍し
ており、授業などは全て英語を使います。滞在中は、関心のある授業を聴講しながら毎日カメラ
を回して、映像作品の制作を行っていました。空いた時間には、他国の都市に訪問し、美術作品を
鑑賞したり、人々や風景を撮影して過ごしていました。毎年9月に開催されるArs Electronica 
Festivalにも参加をすることができ、空いた時間を使って欧州各国を訪問しました。ホームシック
も少しありましたが、それ以上にたくさんの人と知り合いながら、色々な経験し、素敵な時間を
過ごすことができました。

修士1年　高坂聖太郎

イベント開催情報
Calculated Imagination  IAMASが発信するメディアアート展
IAMAS ARTIST FILE #04  ALIMO・若見ありさ「描く・動く / 芸術とアニメーション」

IAMAS 2017IAMAS 2017

岐阜おおがきビエンナーレ 2015　記録冊子 
編集：安藤泰彦、瀬川晃、八嶋有司
デザイン監修：瀬川晃｜レイアウト：伊藤晶子（卒業生）

制作：2016 年 6 月〜 2017 年１月
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会場サイン

SIGNS

1
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4

7
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1. 会場入口 ／ 2. 1Fインフォメーション ／ ３. 3Fビルボード ／
4. 3Fメインビジュアル ／ 5. 作品キャプション／
6. 大垣駅バナー ／ 7. 大垣駅フラッグ

大垣市文化事業団からデザイン委託の相談
「ダンボールアート遊園地」の印刷物
井口仁長（卒業生） さんを紹介。アンケートからポスター・チラシのデザインに惹かれて
来場されたという意見が多く集客につながる。  

会場：スイトピアセンター　ギャラリー
2016 年 6 〜１０月 

IAMAS20 周年展示　
展示監修、デジタルサイネージ、RCIC スタッフ（伊藤晶子・高見千里）との共同制作
デジタルサイネージ用スタンドを冨田太基（卒業生）に制作依頼 

会場：IAMAS2017・ラフォーレ展
会期：2017 年 2 月・3 月
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2017 年度 ガイドブック表紙　
新年度用ガイドブックの表紙のデザインを担当。身近に潜む数字をモチーフとした。
制作：2017 年 2 月
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情報科学芸術大学院大学紀要　第 8 巻・2016 年 　
フォーマット・フォント検討、表紙デザイン担当。2017 年テーマカラーを基調に特集と第
８巻からイメージしてレイアウトした。
制作：2017 年 2 月 

Journal | Institute of Advanced Media Arts and Sciences

Vol.8, 2016

ISSN 1884-9539 
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IAMAS 学校案内パンフレット2017 年度　ディレクション・編集 
卒業生（中西要介）と連携し、昨年の学校案内を踏襲した小冊子を制作。

編集：瀬川晃・八嶋有司・伊藤晶子（産業文化研究センター）｜中西要介
デザイン：中西要介　写真：今井正由己（p.1–4 /6/10–12/ 14–15 /32） 
制作：2016 年 12 月〜 2017 年 3 月
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修士研究
M A S T E R ’ S  R E S E A R C H

学生は、自らの研究テーマを決め、在学中の2年間、
複数の教員と相談しながら修士研究に取り組みます。
修士作品と修士論文（論文のみも可）の
審査に合格した者は修士号（メディア表現）が
授与されます。

［修士作品一例（2016年度）］
1.佐藤大海「距離による音の遅延を用いた
　空間的オーケストレーション作品」
2.おおしまたくろう「PLAY A DAY」
3. 嶋田元菜妃「尾行的運動描画 

　─渋谷スクランブル交差点 1/8の場合」
4.丹羽彩乃「"for the light surface" series」
5.岡崎友惠「あっちとこっちとその間」
6.宮野有史「手でみるシカク」
7. 佐野和哉「インターネット地域メディア「オホーツク島」と
　その制作活動」
8.山本美里「ふたりのあいだ」

［これまでの修士論文の一例］
塚原真梨佳（2017年修了）「慰霊の表象文化論 

　－戦後日本映画における慰霊性の考察－」
水野雄太（2015年修了）「映像としてのGoogle Maps」
河合由美子（2014年修了）「自己を見いだす場─身体と空間」
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IAMAS2017 修了研究発表会　デザイン監修 
実行委員会デザイン担当学生より提案のあったキービジュアルの選定、レイアウト・校正
などを全体にデザイン監修を担当。

ビジュアル・レイアウト：嶋田・清水｜web：高見・加藤 | サイン計画・ジェヨン 
制作：2016 年 11 月〜２017 年 2 月

表（光沢面）：プロセス４C+マットニス（M版）

谷折り

谷折り

※M版は別データ

　

社会活動

大垣市教育委員会　俳句ポスター原画審査
高校から大学生を中心としたポスターのための原画審査を行う。これまでの俳句公募の
対象年齢を広げるため、学生が自由に描く芭蕉の雰囲気を大事に選考。

審査：2017 年 1 月

ネットワーク大学コンソーシアム岐阜「スキャニング・ギフ」
岐阜県内の大学生に向けたワークショップの企画・広報媒体の制作。
ファシリテーター：ジェームズ・ギブソン准教授と共に担当。

会場：岐阜大学サテライトキャンパス・ラーニングコモンズ
　　　岐阜市吉野町 6 丁目 31 番地　岐阜スカイウイング 37　東棟 4 階
開催期間：2017 年 6 月 10 日〜 7 月 8 日（全 4 回）

開催期間：2017年 6月 10日 →7月8日（全 4 回）

6 月 10 日［土］13:00→ 16:00　ガイダンス、テーマ、撮影方法、チーム編成
6 月 17 日［土］13:00→ 17:30　撮影、報告
6 月 24日［土］13:00→ 17:30　撮影、編集、出力
7 月 08日［土］13:00→ 16:00　製本、展示、レビュー

スマートフォン・アプリ「インスタグラム」使用し、街の表情を記録・編集する

対象者：大学生 12 名（6 名以上）参加無料
会場：岐阜大学サテライトキャンパス・ラーニングコモンズ（岐阜市吉野町 6 丁目 31 番地　岐阜スカイウイング 37　東棟 4 階）

ファシリテーター：
・瀬川晃（情報科学芸術大学院大学［IAMAS］准教授）
・ジェームズ・ギブソン（情報科学芸術大学院大学［IAMAS］准教授）

ネットワーク大学コンソーシアム岐阜　共同プログラム

スキャニング＿ギフ #SCANNING_GIFU 
ワークショップ

色や形、質感から感じ取ること、視点を定めることで複数比較し立ち現われる世界。見過ごしている風景や日常の中に何かしらの表情を気づくことがあります。
スマートフォン必須の現代において日々撮影することが特別なことではありません。マクロとミクロとを行き来しながら、感覚の解像度を高めてみましょう。
このワークショップを通じて、ITと編集を組み合わせた創造性の体験（個人＋チーム）や多様な価値観の共有を目指します。

お申し込み：ネットワーク大学コンソーシアム岐阜
学校名、氏名、年齢、住所、電話番号を、電話やメール等でお知らせください。
電話 ＞ 058-212-0393　メール ＞ info@gifu-uc.jp

学外での個人活動

monSakata+JiroYoshida
フライヤーレイアウトデザイン担当。

会期：5 月 27 日［金］― 6 月 4 日［土］
会場：元スーパー大門屋（Yoshida Jiro Atelier）岐阜県揖斐郡大野町黒野 842
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第 12・13 回これからの創造のためのプラットフォーム
「映像人類学講義 I ー新しいナラティブの創造ー世界の動向から」
「映像人類学講義 II ー川瀬慈の世界」

フライヤーレイアウトデザイン担当。

会期：2016 年 5 月 28 日［土］2016 年 6 月 4 日［土］ 
会場：R.Cafe（岐阜県大垣市今宿 6-52-18　ワークショップ 24）

これからの創造のためのプラットフォーム

映像人類学講義 I「新しいナラティブの創造
 —世界の動向から」 

2016年 5月28日［土］14:00‒ 17:00  

映像人類学講義 II「川瀬慈の世界」 

2016年6月4日［土］14:00‒17:00  

S O
PLATFORM

Z O

　

講師：川瀬 慈（かわせ いつし）  www.itsushikawase.com

映像人類学者。国立民族学博物館助教。博士（京都大学）。1977年
生、岐阜県出身。マンチェスター大学グラナダ映像人類学センター研究員、
SoundImageCulture（ベルギー）客員講師などを歴任。アフリカ、主
にエチオピアの音楽職能集団の人類学研究、及び民族誌映画の制作を行
う。共編著に『アフリカン・ポップス！文化人類学からみる魅惑の音楽世界』
（明石書店、2015年）、『フィールド映像術』（古今書院、2015年）等。
代表的な映像作品に『ラリベロッチ』、『精霊の馬』、『Room11,Ethiopia 

Hotel』。2008年イタリア・サルデーニャ国際民族誌映画祭にて「最も革
新的な映画賞」、2013年日本ナイル・エチオピア学会第19回高島賞受賞。 

会場：岐阜県大垣市今宿 6-52-18ワークショップ 24（5階）IAMAS  R.Cafe 
※お越しの際はワークショップ 24の西側駐車場・北口エレベーターをご利用ください。 

参加自由・参加費無料 
広く地域の方々に公開されていますので、ぜひお気軽にお越しください。 

これからの創造のためのプラットフォーム
http://sozonoplatform.blogspot.jp

2014 年から情報科学芸術大学院大学 ［IAMAS］を拠点に、レクチャー・シ
リーズを開催しています。アート、デザイン、思想、暮らし等の様々な領域の実
践者の知見に触れながら現代社会の課題を考察し、思考の可動域を広げ、こ
れからの時代の「創造」のあり方を探っていきます。

お問い合わせ： sozoplatform@gmail.com
情報科学芸術大学院大学［IAMAS］これからの創造のためのプラットフォーム事務局

映像人類学講義 I,II
2016年 5月 28日［土］14:00‒17:00 

講義 I「新しいナラティブの創造—世界の動向から」  
2016年 6月4日［土］14:00‒17:00  

講義 II「川瀬慈の世界」 

S O
PLATFORM

Z O

岩瀬崇　書展「在る部屋」 
撮影立会い、フライヤーレイアウトデザイン担当。

会期：2016 年 9 月 2 日—13 日
会場：STENPORT（岐阜県岐阜市住ノ江町 1-17） 

ま
っ
し
ろ
な
紙
に
向
か
い
、
な
に
を
思
う
。

書
を
意
識
し
続
け
、
ぐ
る
っ
と
ま
わ
り
道
し
、
あ
る
場
所
に
た
ど
り
着
く
。

湧
き
出
る
こ
と
ば
を
掴
み
取
り
、
詩
を
つ
く
る
。
墨
の
た
っ
た
ひ
と
色
で
。

心
深
く
、
い
っ
た
い
誰
と
な
に
と
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
。
そ
れ
と
も
孤
独
に
。 

若
い
彼
の
、
生
き
て
き
た
時
間
す
べ
て
を
、
一
枚
の
紙
の
上
に
の
せ
て
い
る
。

ま
っ
す
ぐ
夢
中
に
、
不
器
用
で
キ
ュ
ー
ト
な
岩
瀬
さ
ん
。

お
そ
ら
く
本
人
も
ま
だ
知
ら
な
い
、
そ
の
奥
底
に
あ
る
も
の
。 

書
と
向
き
合
う
と
は
、
ど
ん
な
だ
ろ
う
と
、
思
い
馳
せ
な
が
ら
。

P
H

O
T

O
G

R
A

P
H

S: SE
K

IY
A

 T
A

K
A

H
IR

O

Ta k a s h i  I w a s e /C a l l i g r a p h y  E x h i b i t i o n
9.2—9.13, 2016 11:00 –18:00 日月・休　9.2 在廊  

　

岩瀬崇｜Takashi Iwase 
1987 年生まれ。書作家。雅号：唐水。岐阜県出身。 
自作の詩を題材とした書の制作を中心に活動。 
著書に『詩と共生』、『親子で楽しむこどもひらがな塾』など。
http://takashi-iwase.jimdo.com/

＊ワークショップ「臨書（りんしょ）」
9/3［土］13:00–15:30 
9/9［金］15:30–18:00 

臨書とは、名品と呼ばれる筆跡をお手本に、そのままを再現する作

業です。書の基本の練習。絵画でいう所の、デッサンです。 

今回は、書の最高傑作と言われる弘法大師・空海の筆跡、「風信帖」

をお手本に、臨書を体験します。心を鎮めて筆を運ぶ中で、日常と

は異なる時間の流れを体感しましょう。

参加費 2500 円（道具代込） 

定員 6 名（大人） 
・書道具はご用意いたします。汚れてもよい服装でお越しください。 

＊ワークショップ「体験し、書に残す」
　9/9［金］11:00–13:30 

岐阜の街を歩きながら、普段とは異なる目線で、様 な々ものに眼差し

を向けます。 その後、街で体験したことを、書作品に落とし込みます。 

いつもと違う目線で「街」や「物」を見たときの「驚き」や「発見」

から、自由に書作品を作ってみましょう。 

参加費 2500 円（道具代込） 

定員 6 名（大人）  
・カメラをご持参ください（スマートフォンでも可） 
・書道具はご用意いたします。汚れてもよい服装でお越しください。 

＊対談「岩瀬崇 x 前林明次」
9/3［土］19:00–20:30

—書に向き合う、そしてアートまで—

どのように考えを整理し、作品を形成してゆくか。

日々の暮らしや現代のゆれる社会と共に、書やそのまわりのことを見

つめる岩瀬さん。対談相手は、さまざまな事象を静かに深く掘り起こ

し、かろやかに表現される前林さん。ゆるやかに、ときに鋭く語り合っ

ていただきます。

参加費 1000 円 ( ドリンク込 )

前林明次 
IAMAS（情報科学芸術大学院大学）教授 
近年は、沖縄基地周辺の騒音を再現する活動を展開。 
STENPORT にて 12 月、「これからの創造のためのプラットフォーム」
関連で展示予定。
maebayashi.tumblr.com

ワークショップ、対談へのご予約は
STENPORT までお願いいたします。

Ta k a s h i  I w a s e /Call ig raphy Exhibit ion

玉田トシ子「手織り展」 
第 29 回草の根交流文化サロン in SEINO 
伊勢木綿取材、工房撮影、設営補助、フライヤーレイアウトデザイン担当。 

会期：2016 年 10 月 22 日（土）— 11 月 6 日（日）
会場：土川商店「場所かさじゅう」揖斐郡池田町宮地 930 
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ウ

● 土川商店

養老鉄道
「美濃本郷」駅

↑揖斐

↓大垣□ バロー

□　ファミリーマート

本郷

萩原

国道417号

小牛熊野神社
池
田
山
麓

1 0月2 3日・3 0日【日】｜ワークショップ  

糸紡ぎ体験：羊の原毛から糸車で糸を紡ぎます（参加費300円）

10月23日【日】 13:00–17:00（お好きな時間にお越しください） 

織り体験：ボール紙で手織りのコースターを作ります（参加費300円）

10月30日【日】 13:00–17:00（お好きな時間にお越しください）  

1 0月2 3日【日】｜トークと交流会　

1部：トーク 18:00–19:00 定員50名（参加費無料） 

2部：交流会19:00–21:00 定員30名（参加費1200円・軽食付き） 

＊要予約10月17日【月】申込：土川商店まで

  t o s h i k o  t a m a d a
h a n d  w e a v i n g  e x h i b i t i o n

玉
田
ト
シ
子

　

「
手
織
り
」
展

＊
関
連
企
画

江
戸
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
現
在
で
は
「
臼
井

織
布
」
で
の
み
作
ら
れ
て
い
る
伊
勢
木
綿
（
三

重
県
指
定
伝
統
工
芸
品
）。 

そ
の
布
か
ら
作
ら
れ
た
着
物
や
小
物
を
玉
田

さ
ん
の
作
品
と
組
み
合
わ
せ
、
共
同
で
展
示

し
ま
す
。（
協
力
・
呉
服
の
ウ
メ
シ
ョ
ウ
） 

たまだとしこ・プロフィール 

ホームスパン（手紡ぎ手織りの布）とア
イルランドという国そのものへの興味か
ら、1989〜1993年の間アイルランドに
住む。帰国後はマフラー、ショールを中
心に手織りの作品を製作し、個展やグ
ループ展を開催。岐阜市在住。

2 0 1 6年1 0月2 2日【土】—  1 1月6日【日】 

1 0 : 0 0 – 1 8 : 0 0  

会場　土川商店「場所かさじゅう」
岐阜県揖斐郡池田町宮地9 3 0　 t e l  0 5 8 5  4 5  2 1 2 0  
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第 15 回これからの創造のためのプラットフォーム「人・音・織・機」企画展示
写真　音　映像インスタレーション　トークイベント 

撮影・レイアウトデザイン・ハンドアウト制作、展示設営など担当。 
会期：2016 年 12 月 20 日（火）～ 30 日（金） 
会場：STENPORT（岐阜県岐阜市住ノ江町 1-17） 

人・音・織・機
1 2 .  2 0  –  3 0 ,  2 0 1 6 ,  1 1 : 0 0 – 1 8 : 0 0 ,   s t e n p o r t

PHOTOGR A PHS: aya Suematsu Guenier

毛
織
物
の
産
地
と
し
て
有
名
な
尾
州
で
は
、
明
治
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
織
機
に
よ
っ
て
今
も
魅
力
的

な
布
地
が
生
み
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
展
覧
会
で
は
、
尾
州
の
織
物
産
業
を
隈
な
く
取
材
・
発
信
し
続

け
て
い
る
写
真
家
、
末
松
グ
ニエ
文
さ
ん
を
招
き
、
こ
の
織
機
か
ら
広
が
る
世
界
を
、
写
真
、
音
、
映
像

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョン
、
さ
ら
に
は
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
多
面
的
に
捉
え
ま
す
。
ま
た
期
間
中
に
は
、

中
国
雲
南
省
の
タ
イ
族
に
伝
わ
る
「
音
を
奏
で
る
織
機
」
の
研
究
者
、
伊
藤
悟
さ
ん
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー

と
実
演
を
開
催
し
、「
音
」
を
媒
介
と
し
た
人
と
織
機
と
の
根
源
的
な
関
係
性
に
つ
い
て
も
考
え
ま
す
。 

S O
PLATFORM

Z O

　

人・音・織・機
写真　音　映像インスタレーション　トークイベント

これからの創造のためのプラットフォーム［第 15回］ 

会期：2016 年 12 月 20 日［火］～ 30 日［金］11:00–18:00　休廊：26 日［月］

参加費：無料　｜　お問い合わせ： sozoplatform@gmail.com

関連イベント1：24 日［土］18:00 - 20:00

会場：nakaniwa （岐阜県岐阜市吉野町 3-17 / tel: 058-216-1805）

第 1 部：レクチャー「音を奏でる織機」 伊藤悟（人類学者、日本学術振

興会特別研究員）

第 2 部：ライブ　伊藤悟（織機演奏）＋前林明次（音響デザイン、IAMAS 教授）

 

伊藤悟｜Ito Satoru 

文化人類学、 民族音楽学を専門に研究。 主に雲南省徳宏州とタイ北部にて、 タイ族
の音文化や伝統芸術の変容に関する研究に従事し、伝統知識や技術を自身で学びな
がらフィールドワークをおこなっている。

関連イベント11：25 日［日］14:00 - 17:00

会場：STENPORT（岐阜県岐阜市住ノ江町 1-17 / tel:  058-264-0116）

第 1 部：アーティスト・トーク　末松グニエ文（写真家）

第 2 部：座談会「織機・産業・尾州とこれから」末松グニエ文／
足立聖（有限会社カナーレ）／葛谷聰（葛利毛織工業株式会社専務取締役）

末松 グニエ 文｜Suematsu Aya 

愛知県一宮市生まれ。生家近くの機屋から聞こえてくるションヘル織機の音を聞い
て育つ。2009 年より「せんい産業」をテーマに作品を撮りためる。フリーランスフォ
トグラファー。http://hitsuji-photo.com/

これからの創造のためのプラットフォーム
情報科学芸術大学院大学［IAMAS］

http://sozonoplatform.blogspot.jp

アート、デザイン、思想、暮らし等の様々な領域の実践者の知見
に触れながら現代社会の課題を考察し、思考の可動域を広げ、
これからの時代の「創造」のあり方を探るプロジェクト。

協力：岩正毛織・八嶋有司

S O
PLATFORM

Z O

　

人・音・織・機
会期：2016 年 12 月 20 日［火］～ 30 日［金］11:00–18:00　休廊：26 日［月］

これからの創造のためのプラットフォーム［第 15 回］　http://sozonoplatform.blogspot.jp

情報科学芸術大学院大学［IAMAS］ 

A：写真　｜　末松グニエ 文
狭い工場ではションヘル織機を正面から捉えることは難しいですが、この工
場ではたまたま空間があり撮影することができました。婦人物を織るための
真っ赤な尾州ツイードの経糸（たていと）が美しく歴史ある織機を引き立ててい
ます。そして、この道 50 年以上のベテラン職人と、若手の職人の姿です。

B：写真　｜　末松グニエ 文
通称「のこぎり屋根」。尾州産地だけでなく、せんい産業の産地にはこうし
た形状の工場が多く見られます。のこぎりの歯の形に似ているためこう呼ば
れます。窓は必ず北向きについています。それは朝から夕方まで一定した
光を取り入れることが出来るから。ただ時々、西を向いていたり、南を向い
ているものも発見しました。以前「のこぎり屋根の数は尾州産地が日本一」
という新聞記事もありましたが、最近では取り壊されることもあるため数は定
かではありません。

C：ビデオ（16'00）　｜　末松グニエ 文
2009 年より尾州産地にある様々な工場を周り、いろいろな写真を撮り続け
てきました。特にションヘル織機に魅了され取材を続けています。しかし段々
と「織機の音と動きを見せたい」と思うようになってきました。そこで今回はショ
ンヘル織機から最新の織機（レピアやエアジェット）を比べ、音や動きの違い
や働く人と織機の関わり方などを表現したく映像作品を制作しました。この
仕事に長年携わる人、最近意欲的に関わっている若手のインタビューも織
り交ぜました。
動画共有サイト：https://vimeo.com/196650467

D：映像インスタレーション　｜　前林 明次
同時に 7台のカメラで撮影されたマルチチャンネル映像と複数のマイクによる
録音によって、ションヘル織機の音と動きを再現しています。部分のクロー
ズアップ映像が組み合わされ、ひとつの生き物のようなしなやかな「運動体」
を構成します。織機の可動部に取り付けられたカメラは、言わば織機の眼
のように、この機械と人との「近さ」も伝えます。
取材協力：岩正毛織　｜　撮影、編集協力：八嶋 有司、瀬川 晃

E：テキスタイル販売
・有限会社カナーレ　｜　足立 聖さん
1966 年よりせんい産業に従事。2008 年よりカナーレを立ち上げ、国内海
外の有名ブランド100社以上の依頼をこなす。最近では映画「進撃の巨人」

（実写版 ) の衣装の生地を担当している。

・terihaeru　｜　小島 日和さん
2014 年にテキスタイルブランドterihaeru（テリハエル）をスタート。カナーレ
足立さんの元で修行をしながらオリジナルの生地を提案している。最近は
自らもションヘル織機を操り反物を織り、東京、山梨、大阪などの様々な
展示会にも呼ばれ生地の発表や販売をしている。
ウェブサイト：http://terihaeru.thebase.in

【ションヘル織機】 ドイツのションヘル社の織機をもとに日本で製造され1950年代に普及。
【尾州】麻、絹、綿、ウールと時代に合わせて変遷してきた世界的な毛織物産地（国内
生産量約 8 割）。愛知県尾張西部地域から岐阜県西濃地域。

S O
PLATFORM

Z O

C

A

B

D

E

浅野鍛冶屋
撮影、VI、パッケージ、デザイン担当。松野峻也（学生）とウェブ制作。

制作：2016 年 12 月〜 2017 年 3 月 

　

ASA N O K AJ IYA

A S A N O
K A J I Y A

刀匠房太郎
2004 年岐阜県関市にて創業、 2006 年岐阜県羽島市に鍛錬場を移転。2012 年フランスでの日本

刀公開鍛錬を皮切りに国内外から招聘され、世界各地の鍛冶職人・学芸員・研究家と国際交流

を実施。世界最古の技法と最高峰の鍛冶技術をもつ日本の刀鍛冶が必要とされており、刀匠本人

の知識力と探検心で鋼の研究等に協力しています。　　　　　　　　　　　つづきをみる　＞＞

刀 katana　｜　侍 samurai knife　｜　伝 workshop　｜　匠 about　｜　問 contact　｜　EN

伝統技術を身近なキッチンで
侍ナイフは日本刀の伝統的な技法を応用し、手に馴染むよう丁寧に 1 本 1 本を手作業で松炭を用

いて鍛造・焼き入れ、浅野鍛冶屋オリジナルの柄をつけ仕上げています。世界最高峰のナイフビル

ダー：ボブ・クレイマー氏と共同開発し、2017 年春、包丁作りに特化した鍛冶場増設しました。

つづきをみる　＞＞

刀匠から学ぶ、伝統の技
鎚（つち）で打ち延ばす、金やすりで整える、刃付け、焼き入れ、研ぎなどの作業に挑戦できます。

ナイフの鍛造には、たくさんの工程と時間が必要ですが、たった 1 日（約 7 時間）で完成します。

昼食は刀匠と一緒にテーブルを囲み、楽しみながら学べる侍ナイフ作り体験です。

つづきをみる　＞＞

淺野鍛冶屋
501-6236　岐阜県羽島市江吉良町 454-1　電話 : 058 374 3818

「和鍛冶技法に特化した商品の開発」「世界最高峰の鍛冶技法の技術協力」「後継者育成活動」

「国際社会へ日本刀文化の普及活動」「地域社会への貢献」

つづきをみる　＞＞

お問合せ
刀のご相談・包丁のご相談・体験のご相談・実演のご相談・その他

ご相談内容：

ご氏名：

電話番号：

メールアドレス：

問 contact

匠 about

伝 workshop

侍 samurai  knife 

刀 katana

ASA N O K AJ IYA

A S A N O
K A J I Y A
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スペイン・日本との国際交流「サクソーレ」サクソフォン・コンサート 
撮影・フライヤーレイアウトデザイン担当。 

日時：2017 年 4 月 28 日（金） 
会場：千種文化小劇場（名古屋市千種区千種三丁目 6 番 10 号） 
主催：日西文化交流プロジェクト 

会場：千種文化小劇場
主催：日西文化交流プロジェクト

7つのスペイン民謡 / M. ファリャ
フラメンコ / C. ロバ
栄ある聖母よ / 聖歌
KOKORO / J-D. ミシャ
わらべうた「蛍こい」に基づく変奏曲 / 国枝 雅代　
他

スペイン＋日本による
サクソフォン・コンサート
ホセ・カルロス・ガルシア・ベハラノ＋ 国枝 雅代

　

José Carlos GARCÍA BEJARANO
（ホセ・カルロス・ガルシア・ベハラノ）saxófono サクソフォン

スペインのサクソフォン奏者。幼少期の頃セヴィリアの音楽院で音楽を学び始め
る。その後渡仏。リヨン地方音楽院、グルノーブル地方音楽院にてジャン＝ドニ・
ミシャ、アレクサンドル・ドワジーの各氏に師事。リヨン第二大学の修士課程修了。
これまでにリヨン国立管弦楽団、リヨン国立歌劇場管弦楽団の演奏に客演として
出演。アドルフサックス国際コンクール、セミファイナリスト（2014 年ベルギー）。
クラリサックスヨーロッパコンクール入賞（2013 年フランス）。 

国枝 雅代（Masayo KUNIEDA）saxófono サクソフォン・企画構成

名古屋音楽大学サクソフォン専攻卒業後渡仏、リヨン地方音楽院にてジャン＝ド
ニ・ミシャ氏のもとで３年間学ぶ。サクソフォンで音楽ディプロマ（ＤＥＭ）を取得。
フォルマシオン・ミュジカル（フランス式ソルフェージュ）の専攻クラスにも在籍。
フォルマシオン・ミュジカルの音楽ディプロマを一等賞と審査員特別賞付きで取
得。現在、出身地である岐阜県大垣市を拠点に名古屋市、岐阜市等で演奏活動
を展開。

磯貝 充希（Miki ISOGAI）saxófono サクソフォン
愛知県碧南市出身。名古屋音楽大学卒業。オルネー • ス • ボア音楽院最高課程を首席で
卒業。ヴェルサイユ地方音楽院最高課程を称賛付き首席で卒業。

伊藤 真理子 (Mariko ITO）piano ピアノ
愛知県立芸術大学音楽学部器楽科ピアノ専攻卒業。東京コンセルヴァトワール尚美ディプ
ロマコース修了。愛知文教女子短期大学非常勤講師。名古屋フランス音楽研究会員。独奏、
伴奏、室内楽でコンサート多数出演。

竹下 眞理子（Mariko TAKESHITA）saxófono サクソフォン
富山県出身。洗足学園音楽大学卒業。フランス地方サンモール音楽院をサクソフォン科、
室内楽科卒業。ヴェルサイユ地方音楽院をサクソフォン科、室内楽科卒業。現在、日本
各地で音楽活動を行っている。

服部 俊幸（Toshiyuki HATTORI）baile フラメンコ舞踊
1996年、京都でフラメンコ舞踊を始め、マドリードのエル・グイト、セビージャのカルメリー
ジャ・モントージャらに学ぶ。現在、岐阜市八幡町にてフラメンコ教室ダンサフラメンカを
主宰。

ホセ・カルロス・ガルシア・ベハラノ＋ 国枝 雅代

スペイン＋日本による
サクソフォン・コンサート

会場：千種文化小劇場
入場料：一般￥3,000  学生￥2,000（当日券：一般￥3,500  学生￥2,500）全自由席
チケット： 名古屋市文化振興事業団チケットガイド (052-249-9387)
　　　　 鈴研音楽会 www.suzukenconcert.jp（suzuken_concert@yahoo.co.jp）

主催：日西文化交流プロジェクト　制作協力：鈴研音楽会　
後援：名古屋音楽大学　ナゴヤサックスフェスタ実行委員会

お問合せ：日西文化交流プロジェクト
 070-5331-2349　  saxole0428@yahoo.co.jp

会場アクセス：
千種文化小劇場 （名古屋市千種区千種三丁目6番10号）
地下鉄桜通線「吹上」下車「7番出口」より北へ徒歩3分

千種文化小劇場

吹上公園 吹上駅

7

2017 美濃國池田山麓物語　願成寺古墳群美術展 
第 33 回草の根交流文化サロン in SEINO 
撮影・フライヤーデザイン、マップ、作品概要レイアウト制作担当。 

会期　2017 年 4 月 22 日（土）～ 5 月 28 日（日） 
会場　願成寺古墳群一帯・土川商店「場所　かさじゅう」 
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滞在制作：康雅筑　土川邸に台湾アーティスト滞在！ 
会期：4月9〜24日　見学自由（お気軽にお越しください）

ワークショップ「耳で見て、目で聞く」
期日：4月23日（日）　10:00〜11:30　集合場所：桜山館　講師：二村元子 

古墳レクチャー「願成寺古墳群〜副葬品に見る古代のモノづくり〜」
期日：4月23日（日）　12:30〜14:00　会場：桜山館　講師：横幕大祐（池田町教育委員会学芸員）

室内展
参加作家による室内展示：康雅筑、衣斐康弘、大間光記、鳥谷浩祐、酒井稔、二村元子
会期：4月22日〜5月28日　会場：場所かさじゅう

交流会：第33回草の根交流文化サロン in SEINOと合同開催
期日：4月23日（日）　18:00〜20:00　会場：土川ガーデン

⑤ハッピーアフリカン in 池田：アフリカ音楽ライブ
期日：5月7日（日）　会場：大津谷公園

⑥日干し煉瓦の小屋つくり　
期日：4月15・16日　5月27・28日　会場：土川ガーデン
参加費：4000円（食事付き）　見学のみ無料
主催：日干しレンガによるブリックハウス製作委員会

⑦camp fire talk
大津谷公園隣接の森の中にテラスを作成しそこから情報を発信
期日：5月27・28日　会場：大津谷公園隣接林

⑧サンビレッジ宮路施設見学会
サンビレッジ宮路の施設を担当職員が案内解説
会期：土日を除く願成寺古墳群美術展開催期間中
会場：サンビレッジ宮路

①願成寺西之墳古墳群資料
会期：4〜8月　会場：池田町中央公民館2F ふるさと史料室

②調金工房さと「新作オリジナルジュエリー展」
勝野さと美とその仲間たちが作る日常使いのオリジナルジュエリー
会期：4月13〜16日　会場：画廊勝野醫院
　　
③カメラとキャンプと蟲の声
古墳群を会場に写真講座を開催。
山麓でキャンプしながらの作品講評会
会期：5月13・14日　会場：願成寺古墳群、土川ガーデン

④願成寺古墳群美術展を巡る
サイクルトレイン・サイクリングツアー
自転車を利用して会場等を巡る
期日：4月23日（日）

⑨Blues Café　シネマ上映　
大西暢夫監督作品『水になった村』
期日：5月14日（日）12：30より　会場：ブルースカフェ

⑩ナマステフリーマーケット
期日：5月28日（日）　会場：清水ビル駐車場

⑪ブルーベリーのお花見会
ブルーベリーの花の鑑賞会とブルーベリー加工品等販売
会期：4〜5月　会場：OKB農場　ベリーズファーム池田

⑫しろひげ探検隊～おいしさの秘密を探れ～
牛乳工場見学と生キャラメル作り
期日：5月13日（土）　会場：棚橋牧場ミルクショップ

⑬Temptaion glass「宇宙の結び（生きる形）」
会期：4月10〜13日11:00〜19:00
会場：ギャラリー「UNIVERSE」（池田町八幡2579－3 清水ビル）　

⑭大西暢夫写真展「しょうがいいって難ですか」
～ふれ愛の家と浅香山病院の365日～
会期：5月8〜14日11:00〜19:00
会場：ギャラリー「UNIVERSE」（池田町八幡2579－3 清水ビル）

⑮魂は静かにホット・ハートでバンバンBAN
～UMEDA　ANJI展～
会期：5月18〜21日11:00〜19:00
会場：ギャラリー「UNIVERSE」（池田町八幡2579－3 清水ビル）
後援：ボランティアサークル・ウィン関連企画
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2017年4月22日［土］～5月28日［日］
会場：願成寺西墳之越古墳群一帯

※森の中の展示となりますので、足元にお気をつけてご覧ください

主催：2017美濃国池田山麓物語実行委員会

後援：池田町　池田町教育委員会　池田町商工会　JAいび川　
文化プロデュースSEINO　草の根交流文化サロン in SEINO

助成：公益財団法人朝日新聞文化財団　

協賛：（有）飯沼工業　泉左官住設（株）　イノアックエラストマー（株）　牛島精機（株）　
大塚酒造（株）　OKB農場ベリーズファーム池田　画廊勝野醫院　（株）河村綜建　

（有）国枝工業　（株）クニカ工業　サシヒロ（株)　サンビレッジ宮路　サンローヤル　JAいび川　
（株）ジェイビー・テクノ　（株）ジュン・バース　西濃化成（株）　第一建設（株）　土川商店　
（株）農トレ　（株）ノハラ　（有）美里　（有）宮地自動車　和楽　湯華の郷　H20B会　　 　

A ：衣斐康弘『箱うさぎ』　

B ：矢田真之『つかわしめ』　

C ：鳥谷浩祐『時の部屋』　

D ：TAB『Bump 』　

E ：末松グニエ文『いつもそこに』　

F ：二村元子『徴（耳で見る／目で聞く）』ワークショップ　

G ：大間光記『気配』　

H ：木村洋子『楣庵（まぐさあん）』　

 I ：渡邊智子『時に添う 』　

 J ：康雅筑『Translucent Slices』　

K ：大野裕之『阿吽』　

L ：酒井稔『土のオリオン』　

M：Lifeislight（田中健作＋森岡厚次）『光をつむ』　

N ：陳奕彰『鶏誕』　

O ：児玉美咲『here/there—時間と空間の向こう側—』
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養老鉄道「美濃本郷」駅から土川商店まで約2km
土川商店から願成寺古墳群まで約1km
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2017 年4月22日［土］～5月28日［日］
会場：願成寺西墳之越古墳群一帯

※森の中の展示となりますので、足元にお気をつけてご覧ください

主催：2017 美濃国池田山麓物語実行委員会

後援：池田町　池田町教育委員会　池田町商工会　JA いび川　
文化プロデュース SEINO　草の根交流文化サロン in SEINO

助成：公益財団法人朝日新聞文化財団　

協賛：（有）飯沼工業　泉左官住設（株）　イノアックエラストマー（株）　牛島精機（株）　
大塚酒造（株）　OKB農場ベリーズファーム池田　画廊勝野醫院　（株）河村綜建　

（有）国枝工業　（株）クニカ工業　サシヒロ（株)　サンビレッジ宮路　サンローヤル　
JAいび川　（株）ジェイビー・テクノ　（株）ジュン・バース　西濃化成（株）　
第一建設（株）　土川商店　（株）農トレ　（株）ノハラ　（有）美里　（有）宮地自動車　
和楽　湯華の郷　H20B会　　

A	：衣斐康弘『箱うさぎ』　

B	：矢田真之『つかわしめ』　

C	：鳥谷浩祐『時の部屋』　

D	：TAB『Bump	』　

E	：末松グニエ文『いつもそこに』　

F	：二村元子『徴（耳で見る／目で聞く）』ワークショップ　

G	：大間光記『気配』　

H	：木村洋子『楣庵（まぐさあん）』　

	I	：渡邊智子『時に添う』　

	J	：康雅筑『Translucent	Slices』　

K	：大野裕之『阿吽』　

L	：酒井稔『土のオリオン』　

M：Lifeislight（田中健作＋森岡厚次）『光をつむ』　

N	：陳奕彰『鶏誕』　

O	：児玉美咲『here/there—時間と空間の向こう側—』

　


